
ら 
※
こ
こ
に
記
載
の
他
、
多
数
の
新
刊
図
書
が

入
っ
て
い
ま
す
。 

 

 

 

                       
 
 
 
 

 

                                          

～ 
り 

由良町公民館だより 
 2023 春号 
令和 5 年 4 月 1 日 

 
中
央
公
民
館 

 
 

 
 

 
 

・
放
課
後
の
読
書
ク
ラ
ブ
（
小
手
鞠 

る
い
） 

・
三
流
シ
ェ
フ 

 
 

 

（
三
國 

清
三
） 

・
月
の
立
つ
林
で 

 
 

（
青
山 

美
智
子
） 

 
 

 
 

 
 

 

・
老
害
の
人 

 
 

 
 

（
内
館 

牧
子
） 

・
脳
の
闇 

 
  

 
 

 

（
中
野 
信
子
） 

・
バ
カ
と
無
知 

 
  

 

（
橘 

玲
） 

・
橋
下
徹
の
研
究 

 
 

（
百
田 

尚
樹
） 

・
最
後
の
ひ
と  

 
  

（
松
井 

久
子
） 

・
60

歳
か
ら
の
「
忘
れ
る
力
」（
鎌
田 

實
） 

・
覇
王
の
轍 

 
 

 
 

（
相
場 

英
雄
） 

・
ラ
ー
メ
ン
カ
レ
ー 

 

（
滝
口 

悠
生
） 

・
獏
の
掃
除
屋 

 
 

 

（
風
森 

章
羽
） 

・
猫
に
な
ら
っ
て 

 
 

（
佐
川 

光
晴
） 

・
パ
レ
ー
ド
の
シ
ス
テ
ム
（
高
山 

羽
根
子
） 

・
海
は
地
下
室
に
眠
る  

（
清
水 

裕
貴
） 

・
土
竜
（
も
ぐ
ら
） 

 

（
高
知 

東
生
） 

・
浮
遊 

 
 

 
 

 
 

（
遠
野 

遥
） 

・
数
学
の
女
王 

 
 

 

（
伏
尾 

美
紀
） 

児
童
書 

「
ウ
マ
と
話
す
た
め
の
７
つ
の
ひ
み
つ
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  

 

「
神
社
の
え
ほ
ん
」 

 

「
お
ば
け
の
か
わ
を
む
い
た
ら
」 

・ （日高郡由良町網代２４８－１２ ☎65-2418） 
・衣奈会館（日高郡由良町衣奈７６５－７  ☎66-0921） 
・白崎会館（日高郡由良町吹井９１０－２  ☎65-3510） 
 

 

衣
奈
会
館 

・
夜
想
交
叉
路 

 
 

 
 

（
青
山 

繁
晴
） 

・
諦
念
後
―
男
の
老
後
の
大
問
題 

 
 

（
小
田 

嶋
隆
） 

・
お
墓
、
ど
う
し
て
ま
す
？ （

北
大
路 

公
子
） 

・
ぼ
く
ら
は
「
き
ょ
う
だ
い
」
で
起
業
す
る 

（
太
田 

信
介
） 

・
幸
福
論 

 
 

 
 

（
Ｂ
・
ラ
ッ
セ
ル
） 

 
・
い
つ
ま
で
も
ハ
ツ
ラ
ツ
脳
の
人 

 

（
和
田 

秀
雄
） 

・
木
挽
町
の
あ
だ
討
ち 

（
永
井 

紗
耶
子
） 

・
名
探
偵
の
ま
ま
で 

（
小
西 

マ
サ
テ
ル
） 

・
い
い
匂
い
の
す
る
方
へ
（
曽
我
部 

恵
一
） 

児
童
書 

「
す
ご
す
ぎ
る
47

都
道
府
県
」 

「
ち
い
さ
な
ち
い
さ
な
ヤ
ク
の
ガ
ー
テ
ィ
」 

   

白
崎
会
館 

・
風
の
値
段 

 
 

 
 

（
堂
場 

瞬
一
） 

・
ど
す
こ
い 

 
 

 
 

（
森
埜 

こ
み
ち
） 

・
祝
祭
の
ハ
ン
グ
マ
ン 

（
中
山 

七
里
） 

・
女
二
人
の
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア （

有
吉 

佐
和
子
） 

・
こ
の
世
の
喜
び
よ 

 

（
井
戸
川 

射
子
） 

・
荒
地
の
家
族 

 
 

 

（
佐
藤 

厚
志
） 

 

・
地
図
と
拳 

 
 

 
 

（
小
川 

哲
） 

・
し
ろ
が
ね
の
葉 

 
 

（
千
早 

茜
） 

・
よ
き
時
を
思
う 

 
 

（
宮
本 

輝
）  

児
童
書 

「
ぞ
う
さ
ん
の
お
ふ
ろ
」 

「
ち
い
か
わ 

 

３ 

～ 

５ 

巻
」 

「
暗
殺
教
室 

 

６ 

～
15

巻
」 

「
ナ
マ
ケ
モ
ノ
ヨ
ガ
」 

  

１９７０年に大阪府吹田市の千里丘陵で開催された日本万国博覧会（大阪万博）。この

大阪万博が日本で初めての万国博覧会となり、その後、沖縄国際海洋博覧会（沖縄海洋

博）・国際科学技術博覧会（つくば万博）・国際花と緑の博覧会（花博）・２００５年日本

国際博覧会（愛・地球博）の万博が開催されました。 

これらの万博の中で、ご年配の方々は、「大阪万博」の印象が強く残っているのではな

いでしょうか。 

「大阪万博」は、「人類の進歩と調和」がテーマで、１９７０年３月１５日～９月１３

日までの半年間の開催で、この間６，４００万人を超える入場者があり、参加国は７７か

国を数え、また、多くの国内企業もパビリオンを建設し、様々なものが出展されました。 

その中では、アメリカ館が最も人気があり、屋根は布製でできたテントを縫い合せたよ

うな楕円形のもので、屋根全体を空気の圧力によって浮き上がらせており、それまでの

建物の概念を打ち破る斬新な設計でした。展示の目玉は、「アポロ計画」という宇宙開発

で、アポロ宇宙船の乗組員が人類で初めて月面に着陸した時に持ち帰った「月の石」でし

た。これらを見るために２時間位の待ち時間は通常で、一日の大半をパビリオンへ入場

するための待ち時間に要したように記憶しています。 

次いで「ソ連館」や「日本館」も人気がありました。会場のパビリオン内には、テレビ

電話やロボットなど、マンガや空想の世界のようなものが数多く展示されていました。

また、モノレールや動く歩道などにも驚いたものです。 

当時、地下鉄御堂筋線の終点には千里中央駅が建てられ、この駅に降りると、岡本太郎

氏がデザインされた個性的な「太陽の塔」が正面で出迎えてくれたことを５３年後の今

も心に残っています。 

さて、２年後の２０２５年４月１３日～１０月１３日まで、大阪市の夢洲（ゆめしま）

で開催される大阪・関西万博。「いのち輝く未来社会のデザイン」がテーマで、「いのちを

救う」「いのちに力を与える」「いのちをつなぐ」がサブテーマとなっています。コロナ感

染症やロシアによるウクライナへの軍事侵攻など、昨今の世相を反映している「いのち」

がテーマとなっており、このことが、万博本来の目的である平和の象徴、世界各国の人た

ちの交流の場、また、地球規模の様々な課題に取り組むために世界各地から英知が集ま

る「未来社会の実験場」となるように期待しているところです。 

 

大阪・関西万博について 



【
短
歌
】 

 そ
れ
ぞ
れ
の
歌
読
み
終
へ
て
暮
れ
の
夜
を
心
ぬ
く
と
し
寝
に
つ
か
む
と
す 

 
 
  

 
  

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

二
本
松 

せ
つ
子 
 

 
 

 
 

 
 

今
日
も
ま
た
小
さ
き
鳥
の
訪
れ
て
何
故
か
ガ
ラ
ス
に
体
当
た
り
す
る 

 
 

 
 

 

大
西 

克
恵 
 

 

安
曇
野
の
美
術
館
に
て
は
ら
か
ら
と
ほ
っ
こ
り
ゆ
っ
く
り
一
日
を
過
ご
す 

 
  

坂
田 

ひ
ろ
美  

 
    

こ
の
年
も
少
々
な
が
ら
串
柿
を
作
り
て
令
和
五
年
を
迎
ふ
る 

 
 

 
 

 
 

 
 

中
家 

か
よ
子 

 

手
ぎ
は
よ
く
作
業
な
し
ゆ
く
息
子
ら
に
託
し
し
み
じ
み
わ
が
老
思
ふ  

 
  

  

濱
田 

順
子 

イ
カ
釣
り
の
エ
ン
ジ
ン
故
障
す
る
も
名
人
は
月
光
頼
り
に
無
事
帰
り
来
ぬ  
  

 

寺
井 

由
美 

冬
寒
の
椿
の
ご
と
し
赤
い
陽
に
パ
ワ
ー
を
も
ら
ふ
八
十
路
の
わ
れ
は 
 
 
   

  

塩
路 

弘
子 

不
器
用
に
剪
定
バ
サ
ミ
を
使
ひ
つ
つ
小
三
の
子
は
茄
子
を
ゲ
ッ
ト
す 

 
 
 
  

 
 

山
下 

清
美 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

帰
省
せ
し
子
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
戻
り
て
暫
く
コ
ロ
ナ
禍
の
今
心
配
た
へ
ず 

 
 

 
 

白
樫 

美
智
子 

 

 

  

 

孫
・
曾
孫
に
ぎ
は
ふ
今
日
の
空
澄
み
て
程
よ
き
風
に
鯉
は
游
げ
る 

 
 
 
 
 

二
本
松
せ
つ
子 

 
 

 
 

 
 

 

手
も
足
も
痛
み
こ
ら
へ
て
よ
た
よ
た
と
米
寿
の
我
は
令
和
を
生
き
む 

 
 
      

寺
井
冴
子 

 
 

 

参
詣
の
列
の
長
き
に
身
を
正
し
令
和
言
祝
ぎ
柏
手
を
打
つ 

 
 

 
 

 
        

山
下
清
美 

 
 

 

友
と
ゆ
く
龍
神
街
道
さ
は
や
か
に
山
の
緑
が
青
空
に
映
ゆ 

 
 

 
           

岩
崎
郁
子 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

手
入
れ
な
し
造
り
上
げ
た
る
樹
の
鳥
は
今
し
も
空
へ
飛
び
ゆ
く
ご
と
し 

 
 

 
 

白
樫
美
智
子 

 
 

 
 

 
 

 

令
和
元
年
朝
霧
か
か
る
前
山

さ
き
や
ま

を
心
静
か
に
窓
越
し
に
見
る 

 
 

 
           

坂
田
ひ
ろ
美 

 
 

 
 

 
 

 
 

移
り
来
て
終
の
棲
み
家
の
由
良
の
春
一
人
の
夕
餉
の
小
皿
が
一
つ 

 
 

       

大
西
克
恵 

 
 

 
 

 
 

 

令
和
と
ふ
新
元
号
を
迎
え
た
り
連
休
の
日
々
を
子
ら
と
た
の
し
む 

 
 

 
  

 
 
 

中
家
か
よ
子 

 
 

 
 

 
 

つ
つ
じ
咲
く
五
月
の
庭
は
一
番
と
夫
よ
ろ
こ
び
ぬ
ひ
と
日
見
て
を
り 

 
 

 
 

 

細
川
ミ
チ
ヨ 

塩
害
に
強
く
切
ら
れ
し
木
犀
の
生
き
ゆ
く
証
真
紅
に
芽
ぶ
く 

 
 

           

濵
田
順
子 

友
に
貰
ひ
し
す
ず
ら
ん
の
花
一
輪
が
楠
の
根
方
に
今
朝
咲
い
て
を
り 

 
 

  
 
 
 

塩
路
弘
子 

  

 

 

  

 

【
短
歌
】 

 

も
は
や
師
に
逢
ふ
こ
と
な
け
む
白
崎
の
歌
碑
の
め
ぐ
り
を
秋
陽
あ
ま
ね
し 

 
 

二
本
松 

せ
つ
子 

 
 

 
 

 
 

 

朝
風
に
金
木
犀
の
香
の
た
か
く
黄
の
じ
ゅ
う
た
ん
の
如
く
敷
き
積
む 

 
 

 
 

塩
路 

弘
子 

押
し
車
頼
り
に
野
道
歩
き
き
て
山
に
入
り
ゆ
く
夕
陽
を
拝
む 

 
 

 
 

 
 

 

中
家 

か
よ
子 

 
 

 
 

 

庭
先
の
枯
草
に
縋
る
カ
マ
キ
リ
は
動
か
ざ
る
ま
ま
や
は
き
陽
を
浴
ぶ 

 
 

 
 

濱
田 

順
子 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

内
緒
話
耳
と
耳
を
く
っ
つ
け
て
何
も
聞
こ
え
ぬ
孫
の
頬
温
し 

 
 

 
 

 
 

 

坂
田 

ひ
ろ
美 

 
 

 
 

 
 

 
 

晩
秋
の
静
け
き
雨
の
寒
々
と
枯
葉
は
小
枝
と
別
れ
ゆ
く
な
り 

 
 

 
 

 
 

 

大
西 

克
恵 

 
 

 
 

 
 

 

秋
天
を
見
上
ぐ
る
余
裕
の
出
で
し
日
小
さ
き
プ
リ
ン
を
わ
が
た
め
に
買
ふ 

 
 

山
下 

清
美 

 
 

 
 

 
 

 

 

 
 

 
 

 
 

 

 
 
  

 
 
  

 
 

参
詣
の
列
の
長
き
に
身
を
正
し
令
和
言
祝
ぎ
柏
手
を
打
つ 

 
 

 
 

 
        

山
下
清
美 

 
 

 

友
と
ゆ
く
龍
神
街
道
さ
は
や
か
に
山
の
緑
が
青
空
に
映
ゆ 

 
 

 
           

岩
崎
郁
子 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

手
入
れ
な
し
造
り
上
げ
た
る
樹
の
鳥
は
今
し
も
空
へ
飛
び
ゆ
く
ご
と
し 

 
 

 
 

白
樫
美
智
子 

 
 

 
 

 
 

 

令
和
元
年
朝
霧
か
か
る
前
山
を
心
静
か
に
窓
越
し
に
見
る 

 
 

 
           

坂
田
ひ
ろ
美 

 
 

 
 

 
 

 
 

移
り
来
て
終
の
棲
み
家
の
由
良
の
春
一
人
の
夕
餉
の
小
皿
が
一
つ 

 
 

       

大
西
克
恵 

 
 

 
 

 
 

 

令
和
と
ふ
新
元
号
を
迎
え
た
り
連
休
の
日
々
を
子
ら
と
た
の
し
む 

 
 

 
   

 
 

中
家
か
よ
子 

 
 

 
 

 
 

つ
つ
じ
咲
く
五
月
の
庭
は
一
番
と
夫
よ
ろ
こ
び
ぬ
ひ
と
日
見
て
を
り 

 
 

 
 

 

細
川
ミ
チ
ヨ 

塩
害
に
強
く
切
ら
れ
し
木
犀
の
生
き
ゆ
く
証
真
紅
に
芽
ぶ
く 

 
 

           

濵
田
順
子 

友
に
貰
ひ
し
す
ず
ら
ん
の
花
一
輪
が
楠
の
根
方
に
今
朝
咲
い
て
を
り 

 
 

  
 
 
 

塩
路
弘
子 

  

 

 

  

 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

 ・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・

【
報
告
】
由
良
町
中
央
公
民
館 

令
和
５
年
度
も
引
き
続
き 

 

書
道
教
室
・
太
極
拳
教
室
を
開
催
し
ま
す 

 

✱
書
道
教
室 

 
 

毎
月
第
２
日
曜
日
、
午
後
１
時
～
午
後
３
時 

 
  

(

自
由
な
時
間
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い)  

 

 

✱
太
極
拳
教
室 

 
 

毎
月
第
２
・
第
４
金
曜
日 

 
 

 

午
前
10

時
～
11

時
30

分 
  

ど
ち
ら
の
教
室
と
も
18

歳
以
上
、
由
良
町 

在
住
在
勤
の
方
が
対
象
で
す
。 

ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
由
良
町
中
央
公
民
館
に 

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

   

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

【
４ 
月 
～
６ 

月
の
行
事
予
定
】 

【
由
良
町
中
央
公
民
館
】 

✱
山
野
草
展
示
会 

 
 

 

４ 

月 

22

 
日
（
土
） 

 
 

 
 

 
 

23

 
日
（
日
） 

 

✱
由
良
町
文
化
協
会 

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
展 

 
 

 

４ 

月 

29

 

日
（
土
）
か
ら 

 
 

 

５ 

月 
  

  
 

７ 
 
  

 

日
（
日
）
ま
で 

✱
ヴ
ィ
ー
ガ
ン
料
理
教
室 

 

２
月
５
日
（
日
）
由
良

町
中
央
公
民
館
に
お
い

て
、
サ
イ
エ
ン
ス
＆
マ

ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
を
開
催

し
ま
し
た
。 

会
場
に
来
て
い
た
子

ど
も
た
ち
も
参
加
し
、

科
学
の
不
思
議
を
体
感

し
ま
し
た
。
キ
ビ
ー
ト

さ
ん
の
種
あ
か
し
で
会

場
は
大
歓
声
！ 

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、

４
年
ぶ
り
の
開
催
で
は

あ
り
ま
し
た
が
、
多
く

の
方
に
ご
来
館
い
た
だ

き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。 

   
 

     
 
 

 
 

  
 
 

   

 
 
 

 

 
 

 
 

 

  
 

 

               
 

 
 

 
 

  
 

 

                

【
俳
句
】 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

男
一
人
手
先
お
ぼ
ろ
や
針
仕
事 

 
 

 

伊
藤 

秀
一 

 
 

 
 

独
り
居
の
豆
撒
き
も
せ
ず
鍵
も
せ
ず 

 

上
本 

郁
子 

春
隣
持
た
す
袱
紗
の
濃
む
ら
さ
き 

 
 

片
山 

綾
子 

 
 

 
 

春
立
つ
日
母
と
な
る
日
を
数
へ
け
り 

 

小
谷 

か
お
り 

碁
盤
睨
む
一
歩
も
引
か
ず
懐
手 

 
 

 

小
山 

ひ
と
み 

 
 

節
分
の
闇
こ
ろ
が
し
て
鬼
来
る 

 
 

 

坂
田 

妹
子 

 
 

春
立
て
り
母
の
か
た
み
の
針
箱
に 

 
 

高
橋 

義
巳 

木
か
ら
木
へ
移
る
囀
り
墓
地
明
る
し  

 

竹
中 

桃
代 

 
 

 

 

春
昼
の
蝿
が
日
射
し
で
貌
洗
ふ 

 
 

 

田
渕 

佳
根 

 

 
  

悴
み
て
縫
ひ
針
使
ふ
妻
の
留
守 

 
 

 

広
瀬 

峰
雄 

 

春
し
ぐ
れ
聖
徒
と
な
り
ぬ
ク
ヌ
ン
セ
ン 

藤
田 

薫 

 
 

引
き
潮
に
舟
動
き
出
す
春
夕
焼 

 
 

 

山
下 

治
子 

 
 

移
り
ゆ
く
季
節
の
合
図
若
布
干
し 

 
 

吉
村 

美
恵
子 

 

若
布
干
す
陽
の
神
風
の
神
降
り
来 

 
 

北
岡 

ゆ
み 

 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

✱
サ
イ
エ
ン
ス
＆
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー 

１ 

月
27

日
（
金
）
と
２ 

月
10

日
（
金
）
の

２
回
に
わ
た
り
、
ヴ
ィ
ー
ガ
ン
料
理
教
室
を
開
催
し

ま
し
た
。 

 

講
師
は
松
葉
裕
加
先
生
で
、
５
名
の
方
が
参
加
さ

れ
、
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
・
ス
ム
ー
ジ
ー
・
カ
ル
ボ
ナ
ー

ラ
・
シ
フ
ォ
ン
ケ
ー
キ
等
を
作
り
ま
し
た
。
手
際
よ

く
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
の
中
楽
し
く
調

理
さ
れ
、
出
来
上
が
っ
た
料
理
も
美
味
し
か
っ
た
と

大
変
好
評
で
し
た
。 


